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線路近くには安代りんどうやそばの畑も。
そばの花は８月中旬〜下旬が見ごろ。
撮影協力／JR東日本盛岡支社
　　　　　https://www.jr-morioka.com

ＪＲ花輪線に乗って八幡平市へ向かう。
車窓には田園風景が広がり、

遠くには秀峰・岩手山が見える。
線路の両側に木々が続く高原の中に入っていくと、

今回の目的地、安
あ

代
しろ

エリアまでもうすぐ。

来てみた、

あしろ
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昔
、
松
に
桜
が
咲
い
た
の
を
見
て
驚

い
た
村
人
が
吉
兆
と
し
て
崇
め
た
と
い

う
伝
説
が
残
る
桜
松
神
社
。
境
内
に
２

本
の
木
が
根
本
と
上
で
仲
良
く
交
じ
わ

る
「
縁
結
び
の
木
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、

縁
結
び
に
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
先
に
あ
る
の
が
「
不
動
の
滝
」

だ
。
こ
の
滝
の
魅
力
は
、
落
差
15 
メ
ー

ト
ル
の
豪
快
な
滝
し
ぶ
き
と
、
滝
壺
か

ら
下
流
へ
と
幾
つ
も
の
筋
を
描
き
流
れ

る
渓
流
美
に
あ
る
。
深
呼
吸
を
す
れ
ば

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
空
気
が

体
に
入
っ
て
き
て
清
々
し
い
気
分
に
。

杉
並
木
の
先
に
あ
る

迫
力
満
点
の
大
滝縁結びの木・不動の滝

八幡平市高畑  桜松神社
アクセス
JR荒屋新町駅からタクシーで約10分
■荒屋新町駅からの交通は、安代観光
タクシー（TEL 0195-72-2535）を利用

日本の滝百選に選ばれている「不動の滝」。  「縁結びの木」は、結び文で願い事がかなうといわれている。

森の中で感動の絶景と出会う
JR東日本のロケ地となった桜松神社は、
パワースポットとしても注目されている。

不動堂の奥にある展望台から
眺める「不動の滝」。細かい水
しぶきが飛んでくる。

あしろの開運スポット1
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夏
の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
八
幡

平
市
の
気
候
は
、
そ
ば
の
栽
培
に
適
し

て
お
り
、
安
比
高
原
か
ら
安
代
に
か
け

て
、
そ
ば
畑
が
点
在
し
て
い
る
。
わ
ん

だ
い
高
原
農
場
の
そ
ば
畑
も
そ
の
ひ
と

つ
。
初
夏
に
種
ま
き
さ
れ
た
そ
ば
は
、

７
月
下
旬
か
ら
花
が
開
き
、
一
面
白
い

花
畑
と
な
る
。
そ
し
て
、
秋
に
収
穫
さ

れ
、
新
そ
ば
の
季
節
を
迎
え
る
。

　

そ
の
そ
ば
を
味
わ
え
る
の
が
、
新
安

比
温
泉
静
流
閣
。
二
八
で
打
た
れ
た
そ

ば
は
艶
や
か
で
、
喉
越
し
も
よ
く
、
口

の
中
に
そ
ば
の
香
り
が
広
が
る
。

冷
涼
な
地
で
育
っ
た

そ
ば
を
二
八
で
味
わ
う

わんだい高原農場（工場）
八幡平市田ノ沢89
TEL 090-4888-8156
アクセス
JR荒屋新町駅からタクシーで約10分

新安比温泉静流閣
日帰りレストラン
八幡平市叺田43-1
TEL 0195-72-2110
営業時間／11：30〜13：30、

土・日曜11：30〜14：00
アクセス
JR荒屋新町駅からタクシーで約5分

新安比温泉静流閣日帰りレストランの「手打ちそば（800円・税込、10食限定）」。

安比高原と岩手山を望む地にある
わんだい高原農場のそば畑。

八幡平の風景をつくる郷土の食
待ち遠しかった新そばの季節がやってきた。
不動の滝を散策したあとは、そばに舌鼓。

あしろのそばを味わう2
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酒
と

器
と

料
理
と

　

八
幡
平
市
の
季
節
を
映
す
、
四
季
館
彩
冬
の
前
菜
。
秋
の
実

り
を
使
っ
た
料
理
と
共
に
味
わ
い
た
い
の
が
、
わ
し
の
尾
の
純

米
大
吟
醸
「
結
の
香
」
だ
。
結
の
香
は
、
岩
手
で
最
上
級
を
目

指
し
て
10
年
か
け
て
育
成
さ
れ
た
酒
米
を
使
っ
て
醸
さ
れ
た
、

岩
手
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
感
じ
ら
れ
る
１
本
で
あ
る
。

寒
露

八
幡
平
の
つ
く
り
手
た
ち

安比八幡平食の宿 四季館彩冬
岩手県八幡平市赤坂田254-9　TEL 0195 -72 - 5344
宿泊料金／１泊２食16,200円（税込・入湯税別）
※料理は仕入れ等によって変わります。
　グラスは四季館彩冬提供。

（株）わしの尾
「結の香」（720ml、3,350円・税別）
八幡平市大更22-158　TEL 0195-76-3211

時間を忘れて満喫。次はどこへ行こうか。

列車に乗ったり、気の向くまま歩いたり、
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#20きたぐち かずゆき
1977年（昭 和52）、八 幡 平 市（旧
安代町）生まれ。一関工業高等専門
学校卒業。東京で3年間の会社勤
めを経て、就農。趣味はボウリング。
2015年（平成27）、いわてフラワーコ
ンテスト農林水産大臣賞を受賞。

安
代
の
風
土
と
努
力
が

美
し
い
リ
ン
ド
ウ
を
育
む

リ
ン
ド
ウ
農
家

北
口 

和
幸
さ
ん

八
幡
平
に
生
き
る
人

八
幡
平
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

共
通
す
る
の
は
、

「
こ
こ
っ
て
、
い
い
ま
ち
だ
よ
ね
」。

暮
ら
し
て
こ
そ
わ
か
る
、

八
幡
平
の
魅
力
と
は—

。

リンドウは仏花としてのイメージが強
いが、品種が多く、色や形が美しい「安代
りんどう」は、フラワーアレンジメント
の分野でも注目されている。

1  安代りんどうは露地栽培が基本。ネットを
使って、茎がまっすぐ伸びるようにする。北口
さんは約13種類のリンドウを育てている。
2  1年目のリンドウ。数年かけて美しく育ち、

「安代りんどう」となる。
3  花や葉の色や形もチェックしながらリンド
ウの出荷作業をする北口さんの両親。

農
業
高
校
な
ど
で
勉
強
し
た
経
験
が

な
か
っ
た
。「
肥
料
の
こ
と
す
ら
わ

か
ら
な
い
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
よ
」
と
苦
笑
す
る
。

　
「
両
親
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
教
わ
る
毎

日
。
始
め
は
、
生
産
者
の
会
合
に
参

加
し
て
も
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
」

　

日
々
の
積
み
重
ね
が
続
き
、
徐
々

に
両
親
か
ら
も
相
談
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
い
ま
で
は
農
作
業
の
ほ
と
ん

ど
を
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
努
力
が

結
実
し
た
の
が
、「
い
わ
て
フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５
」
で
の
農
林

水
産
大
臣
賞
の
受
賞
だ
。
最
高
賞
で

あ
る
こ
の
賞
を
、
過
去
に
両
親
も
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

　

リ
ン
ド
ウ
農
家
と
し
て
う
れ
し
い

の
は
、
出
荷
時
期
に
合
わ
せ
て
、
美

し
く
咲
い
て
く
れ
る
こ
と
。
当
た
り

前
の
こ
と
だ
が
、
自
然
が
相
手
な
の

で
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
や
り
が

い
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

若
手
生
産
者
と
し
て
、
安
代
り
ん
ど

う
の
生
産
と
啓
蒙
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

　

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
北
口
和

幸
さ
ん
一
家
は
リ
ン
ド
ウ
の
出
荷
で

忙
し
い
。
収
穫
し
た
リ
ン
ド
ウ
を
基

準
に
そ
っ
て
選
別
し
、
梱
包
す
る
。

　
「
い
ま
は
、
花
を
束
ね
る
機
械
が

あ
る
の
で
効
率
は
良
い
で
す
が
、
僕

が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
手
作
業
。
両
親

は
夜
遅
く
ま
で
出
荷
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
」
と
北
口
さ
ん
は
言
う
。

　

八
幡
平
市
安
代
地
区
で
本
格
的
に

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

１
９
６
０
年
代
後
半
の
こ
と
。
冷
涼

で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
風
土

は
、
リ
ン
ド
ウ
の
生
育
に
適
し
て
お

り
、
八
幡
平
市
花
卉
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
や
生
産
者
に
よ
る
品
種
改
良
や

研
鑽
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
品
質
も

生
産
量
も
日
本
一
に
。「
安
代
り
ん

ど
う
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
国
内

の
み
な
ら
ず
、
世
界
へ
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
。

　

北
口
さ
ん
が
、
就
農
し
た
の
は
23

歳
の
と
き
。
一
関
高
専
を
卒
業
後
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
か
ら

だ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
祖
母

や
両
親
の
働
く
姿
を
見
て
い
た
が
、

1

2

3
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鹿
角
街
道
最
大
の
難
所
を

行
き
交
う
旅
人

八
幡
平

再
発
見第

６
回

「車之走峠」から約500メートルにある「お七地蔵」。
「マダ並木」は私有地のため、訪ねる場合は新町牧野農業協同組合への連絡が必要（TEL 0195-72-2050）。

r e d i s c o v e r y h a c h i m a n t a i

お七地蔵
　

国
道
２
８
２
号
か
ら
「
不
動
の
滝
」
に
向

か
う
途
中
に
Ｙ
字
路
が
あ
る
。
右
側
は
不
動

の
滝
へ
、
左
側
は
「
七
時
雨
一
里
塚
」
へ
通

じ
る
。
七
時
雨
一
里
塚
は
、
鹿
角
街
道
を
往

来
す
る
旅
人
に
と
り
特
別
な
目
印
だ
っ
た
と

い
う
。
大
館
へ
向
か
う
人
に
と
っ
て
は
街
道

最
大
の
難
所
「
車
之
走
峠
」
を
越
え
て
一
安

心
す
る
場
所
で
あ
り
、
逆
に
盛
岡
へ
向
か
う

人
に
と
っ
て
は
こ
の
先
の
困
難
に
身
を
引
き

締
め
る
場
所
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

七
時
雨
一
里
塚
か
ら
マ
ダ
並
木
を
経
て
、

七
時
雨
山
麓
へ
入
っ
て
い
く
と
、
大
き
な
マ

ダ
の
木
が
あ
る
。
そ
の
根
本
に
埋
も
れ
る
よ

う
に
小
さ
な
地
蔵
菩
薩
が
立
っ
て
い
る
。
こ

の
地
で
亡
く
な
っ
た
お
七
を
供
養
し
た
「
お

七
地
蔵
」
だ
。
正
面
に
戒
名
、
左
面
に
俗
名
、

右
面
に
「
安
永
九
年
二
月
廿
六
日
」
と
没
年

月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
旧
暦
２
月
と
い
え

ば
、雪
が
残
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
中
、女

性
が
旅
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
な
の
か
。
嫁
入
り
だ
っ
た
の
か
、
家
に

帰
る
途
中
だ
っ
た
の
か
。
言
い
伝
え
が
残
っ

て
い
な
い
か
ら
こ
そ
想
像
し
た
く
な
る
。

不動の滝を散策のあとは、おいしいごはんや菓子で盛り上がろう。

　

自
社
農
場
を
主
体
と
し
た
国
産
の
そ
ば
粉
を
使

用
し
、
風
味
豊
か
で
喉
ご
し
の
良
い
二
八
そ
ば
。

そ
れ
に
合
わ
せ
た
い
の
が
舞
茸
の
天
ぷ
ら
だ
。
肉

厚
で
香
り
も
味
も
よ
く
、食
べ
応
え
も
抜
群
。

　賄い食から生まれた「和風ラーメン」は、鰹
節で出汁をとったそばつゆを使用。時間を
かけて丁寧につくったチャーシューが甘辛
く、餅と共にそばつゆにマッチしている。

　

直
径
15
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
大
き
な「
う
す
揚
げ
か

り
ん
と
う
」。
薄
く
伸
ば
し
た
生
地
を
低
温
で
揚
げ

た
あ
と
、さ
ら
に
高
温
で
揚
げ
る
こ
と
で
、サ
ク
ッ
と

し
た
食
感
と
風
味
を
引
き
出
し
て
い
る
。

■八幡平市清水92-1
■TEL 0195-72-2661
■営業時間／11：00〜15：00

（14：30LO）
■定休日／火曜（祝日の場合は営業）

舞茸天ざるそば（1,183円・税込）

■八幡平市細野436-9
■TEL 0195-72-6811
■営業時間／11：30〜14：00

（13：30LO）
■定休日／第3木曜
※日帰り入浴時間は10：00〜21：00
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I.C

282
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あ
ず
み
の
湯 

ト
ム・ト
ム・キ
キ
ル

北
の
蕎
麦
屋 

本
店

羽
沢
製
菓

和風ラーメン（600円・税込）

■八幡平市星沢76-5
■TEL 0195-72-6821
■営業時間／8：30〜17：30
■定休日／11月下旬〜４月中旬

■八幡平市清水141-5
■TEL 0195-72-3020
■営業時間／7：00〜19：30
■定休日／不定休

うす揚げかりんとう（6枚入370円・税込）　
※胡麻味もあり

安
比
高
原
直
売
セ
ン
タ
ー

　地元の野菜や惣菜などを扱う産直。人気
は、立花良子さんがつくる「まいたけおにぎ
り」で、もち米独特のもちもちとした食感と
安比まいたけの風味が感じられ美味。

まいたけおにぎり（3個入250円・税込）
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●
八
幡
平
は
、
大
好
き
な
場
所
。
雄
大
な

自
然
に
感
動
を
受
け
て
い
ま
す
。
四
季
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
八
幡
平

は
日
本
の
宝
で
す
ね
。   

（
秋
田
県
・
Ｓ
・
Ｎ
）

ハチクラ通信

hachikura stay
back number

●
特
集
は
夏
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
。「
八
幡

平
に
生
き
る
人
」
に
は
、
い
つ
も
感
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
目
標
や

目
指
す
場
所
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

私
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
上
市　

Ｏ
・
Ｓ
）

●
去
年
、
八
幡
平
へ
行
っ
た
と
き
、
お
い

し
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。

日
程
の
都
合
で
滞
在
は
１
日
だ
け
で
し
た
。

今
度
、
訪
ね
た
と
き
は
、
も
う
少
し
長
く

八
幡
平
で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県　

Ｉ
・
Ａ
）

●
亡
き
祖
父
が
旧
松
尾
村
の
出
身
で
、
昔

の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。「
ハ
チ
ク

ラ
」
は
、
現
在
の
〝
生
き
て
い
る
〟
八
幡

平
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

マ
ガ
ジ
ン
で
す
。　
　

 

（
盛
岡
市　

Ｍ
・
Ｙ
）

●
毎
号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。自
然
、人
、

食
べ
物
な
ど
、
八
幡
平
市
の
よ
さ
が
誌
面

か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
、
読
み
応
え
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。　
　

    

（
盛
岡
市　

Ｋ
・
Ｍ
）

ハ
チ
ク
ラ
18  
号
に
寄
せ
ら
れ
た

読
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
。

「　　　　　　  」公開中！

　八幡平をもっと楽しむための体験型滞在プラン
「ハチクラstay」が始まりました。ハチクラが紹介
する魅力ある自然や風景、暮らしや人に触れなが
らステキな旅をしてみませんか。
コーディネーター／イーハトーヴォ安比高原自然学校
問い合わせ先／トラベル･リンク株式会社

http://travel-link.jp/archives/ 11281

「ハチクラ」は、
八幡平市商工会ホームページでもご覧いただけます。

バックナンバーのご案内

「ハチクラ」バックナンバーのお求めは……
下記までご連絡ください。
送料のご負担をお願いいたします。

連絡先

八幡平市商工会
TEL 0195 -76 - 2040

（受付時間／平日9：00 〜17：00）

■ 入会費・年会費は無料
■ 特典
❶ハチクラの最新号やバックナンバーをお手元
にお届けします。
❷ハチクラツアーなどのイベントをご案内します。
❸ハチクラグッズの企画がある場合に先行予約
などを受け付けます。
■ 入会方法
希望の方は、メールでのみ受け付けます。
件名に「ハチクラメンバー希望」、メール本文に
住所、氏名、年齢を記入し、送信してください。
確認後、２～３日中にメールを返信します。

送信先  hachikurafan8@gmail.com

秋号

Just listen!

「
ハ
チ
ク
ラ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
は
公
式
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
ハ
チ
ク
ラ
の
活
動
を
応
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
、
ハ
チ
ク
ラ
フ
ァ
ン
の

た
め
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ハ
チ
ク

ラ
の
活
動
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

会
員
募
集
中
！

読
者
の
声

News & Information from  HA CHI KU RA

ハチクラ vol.19
読者アンケート

今号の「ハチクラ」はいかがでしたか？
今後、充実した内容にするため、
皆さまの声をお聞かせください。

本ページのアンケートに回答してくださった方に
抽選でプレゼント！ ふるって応募してください。

2名様

問１
「ハチクラ」をどこで入手しましたか？

問 2
本誌を入手した動機は何ですか？（複数回答可）
1　表紙に惹かれたから
2　内容がおもしろそうだから
3　八幡平市の観光に興味があったから
4　地元の情報を知りたかったから
5　無料だったから

問 3
今号の記事でおもしろかったものを挙げてください
（複数回答可）
1　特集「来てみた、あしろ」
2　酒と器と料理と
3　八幡平に生きる人
4　八幡平再発見！
5　あしろのおいしいお店
6　ハチクラ通信（読者の声・プレゼント）
7　ビッキーと行く八幡平

問 4
「ハチクラ」へのご感想・ご意見をお書きください

官製はがきに以下のことを記入し、ご応募ください。
FAXでも応募OK！

❶ ご希望のフレゼント番号
❷ アンケートの回答
❸ 住所・氏名・年齢・電話番号
■ 送り先
〒028-7111　岩手県八幡平市大更35-63 -85
八幡平市商工会「ハチクラ」係
FAX 0195 -76 -2145
■ 応募締切
平成30年11月2日（金）当日消印有効

当選は商品の発送をもって代えさせていただきます。
今回ご記入いただいた個人情報は、八幡平市商工会の個人情報保護
方針に基づき、責任をもって管理します。本人の同意を得ずに第三
者に開示することはありません。

プレゼント＆アンケートの送り先

2名様

２

わしの尾
「純米大吟醸 結の香」

１

■本誌に掲載している情報は、平成30年9月10日現在
のものです。発行後のデータ等が変更になっている場
合があります。あらかじめご了承ください。
■本誌掲載の記事・写真等の無断掲載を禁止します。

企画・発行・問い合せ先　八幡平市商工会
岩手県八幡平市大更35-63 -85  TEL 0195 -76 - 2040
http: //www.shokokai.com/hachimantai/

印刷所  川口印刷工業株式会社

2018.Vol . 19  平成30年9月25日発行

八幡平をもっと
楽しむためのフリーマガジン

次号のハチクラvol . 20は
平成30年12月25日発行予定

プレゼント

安比まいたけ
「生まいたけ」
800g

1415



ビ
ッ
キ
ー
と
行
く 

八
幡
平

「
星
空
に
心
奪
わ
れ
て
」  

撮
影
地
／
安
比
高
原

　真夜中の安比高原、中のまきばにプラネタリウムのよう
な星空を見に行きました。初めて見る天の川に飛び跳ねた
り、逆立ちしたりと大興奮のビッキー。最後はただただじっ
として仲良く夜空を眺めているのでした。

三浦 学
WILDGRAPE FARM・八幡平山ぶどう農園代表

撮影

　
 　

　
八

幡
平

を
も

っ
と

楽
し

む
た

め
の

フ
リ

ー
マ

ガ
ジ

ン
   2018

.Vol.19
  平

成
30

年
9

月
25日

発
行

　
発

行
:八

幡
平

市
商

工
会

●ビッキーとは、八幡平市の非公認マスコットキャラクター。 
その正体は、樹上で暮らす森の住人・モリアオガエル。 

「大揚沼とモリアオガエル」は国指定の天然記念物です。


